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登録リスト（該当：15件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 大湯　別所温泉]	大湯　別所温泉	【木曽義仲ゆかり葵の湯〜北条氏ゆかりの湯】
木曽義仲がはるか上洛の機をうかがっていた頃、愛妾葵の御前としばしば入浴していたので「葵の湯」とよばれていました。
その後、北条義政が浴室を建て、北条湯ともよばれていましたが、後にその溢れ出る湯の量の多さから「大湯」と改められました。
→引用
https://www.bessho-spa.jp/sight/spa.html

かぼさ
・写真撮るの忘れてしまいました。
・無料駐車場からは行きは上りで少し歩きます。
・入浴料200円と安くて驚きました。(いつも行く温泉の三分の一)
・アメニティなどは近くの券売機？で購入できます。
・シャワーではないので、そこが注意点です。またドライヤーは有料なのとコンセントがないので、基本濡れたまま帰るかお金を払うしかありません。髪が長い方は時間が足りず。100円じゃ乾きき	2024-02-01
	2	[image: 安楽寺]	安楽寺	安楽寺は、鎌倉時代中期に相当の規模をもった禅寺であり、信州学海の中心道場であったことがうかがわれる。当時の国宝、重要文化財など、多くの鎌倉時代の文化遺産を貯蔵する、信州最古の貴重な禅寺となっている。

秋に訪れた際には、境内の木々の紅葉が綺麗であった。季節によって様々な姿が見られるだろう。

安楽寺には重要文化財として、安楽寺前開山樵谷惟仙和尚像(右)と安楽寺前二世幼牛恵仁和尚像(左)が置かれている。

惟仙は、樵谷と号した禅僧で、木曽源氏の出自といわれている。鎌倉時代の中期、宋に渡って修学し、安楽寺を開いた人である。どっしりと安定した容姿は、生前の面影をよく伝えるものである。

恵仁は幼牛と号し、惟仙にしたがって来朝して、安楽寺二代となった中国僧である。やせ型のつつましくも鋭い表情	2024-01-29
	3	[image: 別所温泉にのこる伝承②　～大湯～]	別所温泉にのこる伝承②　～大湯～	大湯も、別所温泉に存在する内湯の一つである。この温泉は、湯量が多いため、大湯と名付けられた。そしてこの温泉にも数多くの伝承が残されている。昔、猟師に矢を射られたキジがこの温泉で傷をいやした、という伝承から、きじ湯とも呼ばれていた。また、平安時代の武将である木曽義仲とその愛妾である葵の前が戦いの傷をいやすため、大湯を利用し、「葵の湯」とも呼ばれていた。
　このように様々な別名を持つ大湯は、現在も公衆浴場として営業中なため、一度訪れることをお勧めする。	2023-11-30
	4	[image: 木曽の雪〔信州の浮世絵〕]	木曽の雪〔信州の浮世絵〕	江戸時代の浮世絵師、二代歌川広重による錦絵の揃物「諸国名所百景」の一つ。
初代広重の門人で、師の亡き後その画風を継承した二代広重が、安政6年（1859）から文久元年（1861）にかけて制作した。版元は、初代広重晩年の作「名所江戸百景」を出版した魚屋栄吉。

図は、雪に覆われた木曽谷を描いたもの。切り立った斜面の細道を、蓑笠を着け荷を掲げて行く姿がある。当時の木曽路は、中山道の中でも峠道が多く、難所続きだった。川沿いの切り立った断崖に、棚のように張り出して造った道「木曽の桟（かけはし）」も難所の一つとして知られた。丸木の柱に、横に板を並べた簡易な造りだったが正保4年（1647）に通行人の松明の火が落ちて焼失。後に石垣を築いて再建され、現在は国道の下に石垣の一部が保存されている。松尾芭蕉が「更級紀	2023-02-01
	5	[image: 大湯]	大湯	大湯別所温泉外湯のひとつ。景行天皇の御代、日本武尊の東征の折発見されたと伝えられ、古名七久里の湯、枕草子にも記された信州最古の温泉。大湯は木曽義仲が愛妾葵御前をつれて逗留したと「新・平家物語」に書かれている。

http://db.umic.ueda.nagano.jp/johogura/datadisp.php?arg_sano=3032090より引用	2023-01-25
	6	[image: 洪水対策（２）]	洪水対策（２）	明治１９１１年になると本格的な洪水対策に入っていくことになる。方法として砂防工事が採用され、これで少しでも洪水の発生を抑えようと工夫しました。

利根川信濃川澱川木曽川山地砂防工事歴（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0102162823	2023-01-18
	7	[image: 大湯　【別所温泉】]	大湯　【別所温泉】	2022/11/21

私がよく入りに行く温泉「大湯」
外湯もあるため、冬はなんとも気持ちがいい。

いつからか、”木曽義仲挙兵の地”という旗を見るようになった。
草津温泉は源頼朝にゆかりがあり、別所温泉は木曽義仲にゆかりがある。どうやら、長野は源氏にゆかりがある土地らしい。

また、見つけたら投稿したい。	2022-11-22
	8	[image: 大湯(おおゆ)木曽義仲ゆかりの葵の湯について]	大湯(おおゆ)木曽義仲ゆかりの葵の湯について	大湯は葵の湯とも呼ばれていました。

木曽義仲が、愛妾の葵と時々入浴していたので「葵の湯」と呼ばれていたそうです。

その後、北条義政が浴室を建て、北条湯ともよばれていましたが、後にその溢れ出る湯の量の多さから「大湯」と改められました。	2022-01-26
	9	[image: 飲泉搭について]	飲泉搭について	３か所の外湯の近くには引用専用の「飲泉搭」があります。

飲泉搭は
石湯前、北向観音参道、大湯前の３つありました。
１つ目の石湯前の飲泉搭には「真田幸村公　隠しの湯
２つ目の北向観音参道には「慈覚大師之湯」
３つ目の大湯前には「木曽義仲ゆかりの葵の湯」
と書かれていました。

飲泉搭の横には注意書きがあり以下のようにあります

・温泉飲用の1回の量は一般に100〜150ml程度とし、その1日の量は200〜500mlまで
・食前30分～1時間がよい
・夕食後から就寝前の飲用はなるべく避ける
・15歳以下の方は原則的に飲用は避ける

実際に飲んでみると少し熱くて硫黄の匂いがしてゆで卵を食べているような気分になりました。

適量飲むことで健康にもいいそうです。

糖尿病、痛風、便秘などの効果も期待できるそうです。	2022-01-26
	10	[image: 手洗池（てあらいけ）]	手洗池（てあらいけ）	手洗池には二つの名前の由来がある。こららを紹介したいと思う。

昔、柳沢村（現上田市古安曽）に幹が6メートルもある大きなけやきの木がありました。ある秋、このけやきの木の枝が折れてしまい、村人は何か変わったことが起きるのではないかと心配していました。すると翌年の夏、すさまじい嵐が起こりました。このため山のほとんどの木が風や落雷のために倒れてしまい、村人は途方に暮れました。さらにこの年も大きなけやきの木の枝が折れてしまい、その翌年もまた大荒れに見舞われました。村人たちは、大きなけやきのせいではないかと考えるようになり、どのようにしたらよいか考えていました。
ちょうどその時、木曽義仲に仕えていた手塚太郎金刺光盛という人が、丸子のお城から手塚へ帰る途中、柳沢を通られましたので、相談した	2022-01-26
	11	[image: 千曲川を駆けた戦国武将]	千曲川を駆けた戦国武将	千曲市の上流、佐久・小諸地域は、武田信玄のゆかりの地が多いです。

佐久市新海三社神社は武神が祀られており、信玄が箕輪城攻めをする際、祈願文を奉納したり、川中島合戦前に戦勝祈願した生島足島神社があります。ここの神社は、家内安全、健康長寿、安産祈願などの御利益があり、結婚式を挙げる方もいらっしゃいます。


続いて、甲斐の武田信玄が、越後の上杉謙信と覇を争った、5回、12年にわたる戦いの中で、信玄が戦勝を祈った寺社についてです。

川中島合戦の1回目の戦いは、天文22年(1553)、長野市布施、続いて千曲市八幡で行われ、この「布施の戦い」で信玄は後退する。このとき、上杉謙信が攻略した千曲市荒砥城は、現在史跡公園として整備されています。

3回目は、弘治3年(1557)長野市上野原で行われ、戦の前に、謙信は千	2022-01-26
	12	[image: 温泉(大湯・石湯・大師湯)]	温泉(大湯・石湯・大師湯)	大湯
北条義政や木曽義仲が愛妾である葵御前としばしば入浴したと言われている。北条義政が浴室を建てたことから「北条湯」、葵御前にちなんで「葵の湯」とも呼ばれていたが、後にその溢れ出る湯の量の多さから「大湯」に改められた。

石湯
池波正太郎の代表作「真田太平記」で真田幸村と女忍者・お江が、ここ石湯で出会いその後結ばれるというエピソードから真田幸村の隠し湯であったと言われている。

大師湯
天長2年(825年)比叡山延暦寺の座主円仁慈覚大師が北向観音建立のために来る度に、好んで入浴したことからこの名がつけられた。かつては、北向山に参詣した籠の者が夜通し入れ替わりで利用したため籠の湯とも呼ばれていた。また、昔矢傷を負った雉子(キジ)が傷を癒やしたことから「雉子湯」と呼ばれたこともあった。	2021-12-21
	13	[image: あいそめの湯②]	あいそめの湯②	信州最古の温泉といわれている別所温泉であるが、あいそめの湯に飾られていた別所温泉の歴史が書かれたものがあったので、自分でも深く調べてみた。

別所温泉は景行天皇の時代、日本武尊の東征の折りに発見されたといわれている。または平安時代（794年-1185年）中期の女流作家、清少納言によって書かれた「枕草子」にある「湯は七久里の湯、有馬の湯、玉造の湯」という一節の中の「七久里の湯」が起源ではないかという説もある。
12世紀に入ると別所は木曽義仲（源 義仲）信州を平定するために派遣した軍勢によって火を放たれ、多くの寺院建築が灰になってしまったが、大悲殿ならびに安楽寺の八角三重の塔だけは焼失をまぬがれた。その後、焼失した別所の寺院は源頼朝、次いでに塩田北条氏によって再建されることとなった。そして、こ	2021-11-16
	14	[image: 信州そば・江戸前そばの発祥]	信州そば・江戸前そばの発祥	信州そば
そば切りは1574年の信州木曽定勝寺の落成祝いに振る舞われたのが最古の文献記録。日本国内では蕎麦が食べられてたが、「そばがき」や「そば団子」などが主流。
信州は山間地、高冷地が多く、昼夜の気温差が高くて蕎麦の栽培には最適な土地。
江戸時代には信州信濃国の本山宿から全国に麺状の蕎麦が広まっていった。

江戸前そば
男一人で江戸に出張する機会があるため、外食ビジネスの需要が高まった。1657年頃、浅草にできた一膳飯屋を皮切りに、蕎麦を提供する店が出現。気軽にお腹を満たせるスタイルが江戸っ子に受けて、町には蕎麦屋が瞬く間に増えた。	2021-05-14
	15	[image: 軽食&喫茶　ガロ]	軽食&喫茶　ガロ	信州、駒ヶ根と言ったら「ソースかつ丼」。
ガロは、木曽駒ヶ岳登山のターミナルとなる菅の台バスセンターから徒歩2分ほどの場所にあります。
メガ盛りのソースかつ丼が有名で、県外からの登山客を中心に人気な感じがします。
開店前から並ぶ人が多いです。
一人前の量が多く、女性はライス少なめでも食べきれないほどのボリュームです。持ち帰りができます。
ヒレカツが柔らかく、パサついていないため、とても食べやすいです。	2021-05-05
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